
防
災
力
を
高
め
よ
う

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
時
の
備
え

特
集

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ
れ
る
異
常
気

象
や
集
中
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
突
如
と
し
て
私
た
ち
に
襲

い
か
か
り
ま
す
。

　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
緊
急
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

　

市
内
に
は
、
主
要
な
河
川
と
し
て
、
多
良
岳
を
水
源

と
す
る
郡
川
を
は
じ
め
、
大
上
戸
川
、
内
田
川
、
鈴
田

川
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
水
源
か
ら
河
口
ま
で

が
短
い
た
め
、集
中
豪
雨
や
連
続
降
雨
な
ど
の
時
に
は
、

予
想
以
上
の
早
さ
で
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
水
災
害
に
加
え
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、

土
石
流
と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
が
長
崎
県
下
を
通
過
す
る
回
数
は
、
全

国
で
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
に
次
い
で
多
く
、
台
風
被
害

に
対
す
る
警
戒
も
必
要
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
13
号
は
市
内
に
も
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
震
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
き

た
九
州
で
も
、
福
岡
県
西
方
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
よ
う

に
、
地
震
災
害
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

突
如
と
し
て
襲
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

　

非
常
持
出
品
に
は
、
災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出

す
１
次
持
出
品
と
、
そ
の
後
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で

の
数
日
間
（
最
低
で
も
３
日
間
）
生
活
す
る
た
め
の
２

次
持
出
品
が
あ
り
ま
す
。
非
常
持
出
品
の
準
備
は
防
災

対
策
の
基
本
で
す
。
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
必
要
最
小

限
の
も
の
を
ま
と
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

【
１
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
料
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
乾
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
が
便
利
）

　

□
貴
重
品（
現
金
、預
貯
金
通
帳
、印
か
ん
、免
許
証
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、
軍
手
、
缶
切
り
、
ラ
イ
タ
ー
、

　
　

ナ
イ
フ
な
ど
）

　

□
救
急
医
薬
品
（
き
ず
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
常
備

　
　

薬
な
ど
）

　

□
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
）

　

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
小
型
で
軽
い
も
の
）

　

□
予
備
電
池

　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾

第 1部 自分や家族を守る
　

防
災
の
心
得
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
災
害
に

対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
避
難
場
所
・

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
非
常
持
出
品
の
準
備
な
ど

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
あ
る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
気
象
情
報
を

入
手
し
、
危
な
い
と
思
っ
た
ら
早
目
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
で
は
、
雨
風

が
強
く
な
っ
て
い
て
危
険
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
は
早
め
に
自
主
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
震
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
３
月
に
発
生
し

た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
想

定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
市
内
で
は
大
き
な
自
然
災
害
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
地
域
は
大
丈
夫
と

油
断
し
な
い
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　

ま
た
、
全
域
的
に
発
生
す
る
災
害
に
対
し
て
は

公
的
機
関
だ
け
で
は
す
べ
て
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
連
絡
を
受
け
て
も
、
け
が
人
な
ど
人
的
な
被

害
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
公
的
な
助
け
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
助
け
合
う

と
い
う
「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

三　浦

鈴　田

大　村

地区別 避難場所

大　村

西大村

地区別 避難場所

竹　松

萱　瀬

福　重

松　原

地区別 避難場所

三 浦 小 学 校
三浦住民センター

富の原小学校
竹 松 小 学 校
ろ う 学 校
竹松住民センター

萱 瀬 小 学 校
黒 木 小 学 校
萱 瀬 中 学 校
萱瀬住民センター

福 重 小 学 校
郡 中 学 校
福重住民センター

松 原 小 学 校
松原住民センター

武 道 館
こどもセンター
大村養護学校
中 央 小 学 校
放虎原小学校
西大村小学校
西大村中学校
桜が原中学校
大村工業高校
県央農協大村中央支店
総合福祉センター
本 経 寺
正 法 寺
中地区住民センター
西大村地区コミセン
池 田 公 民 館
大 村 郵 便 局

鈴 田 小 学 校
鈴田住民センター

東大村小学校
旭が丘小学校
大 村 小 学 校
三 城 小 学 校
玖 島 中 学 校
大 村 中 学 校
大村城南高校
大 村 高 校
体育文化センター
（シーハットおおむら）
市 役 所
市 民 会 館

※災害の規模により開設しない場所があります。事前に安全対策課にお問い合わせください。

大村消防署予防設備課

災
害
時
に
は
自
助
共
助
が
重
要楠本政人課長

自
然
災
害
の
脅
威

　

地
震
を
早
目
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
や
豪
雨
は
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
風
水
害
対
策
の
基
本
は
情
報
収
集
か

ら
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
に
気
を
か
け
、
注
意

が
必
要
な
と
き
に
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お

市
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
大
上
戸
川
や

郡
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
火
災
・
気
象
情
報
・
避
難
場
所
の
開
設

な
ど
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.om

ura.nagasaki.jp/

早
め
に
情
報
収
集
し
よ
う

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

昭和 23年 9月

昭和 28年 6月

昭和 32年 7月

昭和 42年 7月

昭和 57年 7月

平成 2 年 6月

平成 3 年 9月

平成 18年 9月

佐世保豪雨 死者・行方不明者 108人

死者・行方不明者 782人

死者 25人

死者・行方不明者 50人

死者・行方不明者 44人

死者 5人　被害額約 797億円

被害額約 190億円

死者・行方不明者 299人

西日本水害

諫早水害

佐世保豪雨

長崎水害

雲仙普賢岳噴火災害

台風 19号

台風 13号

県内における主な災害

平成 18年 9月の台風 13号により壁が損壊した
放虎原小学校の体育館

防
火
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

長
崎
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
（
ナ
ッ
ク
ス
）

　

県
で
は
、
県
内
各
地
の
雨
量
や
主
要
な
河
川
水
位

の
観
測
情
報
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/

●
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
の
場
合
）

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/i/

　

▲
携
帯
電
話
か
ら
は

　

Q
R
コー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●大村警察署 110番、☎%40110
●大村消防署 119番、☎%24138
●大村市災害対策本部 ☎%35999
●大村市水道局 ☎%31111
●九州ガス大村支店 ☎%33320

●九州電力大村営業所   70120-986-403
　停電状況のお知らせ
　  ●インターネット http://www.kyuden.co.jp/
　  ●携帯電話 http://kyuden.jp/
●Ｎ Ｔ Ｔ　　113番

緊急通報先

【
２
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
品
（
缶
詰
、ア
ル
フ
ァ
米
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
）

　

□
燃
料（
卓
上
コ
ン
ロ
、ガ
ス
ボ
ン
ベ
、固
形
燃
料
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、毛
布
、調
理
用
具
、ポ
リ
タ
ン
ク
、

　
　

バ
ケ
ツ
、
各
種
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）

※

市
で
は
緊
急
時
に
備
え
、
３
，０
０
０
食
程
度
の
食

料
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
　

プロに聞く防災の心得
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防
災
力
を
高
め
よ
う

大
丈
夫
で
す
か
？
災
害
時
の
備
え

特
集

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ
れ
る
異
常
気

象
や
集
中
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
突
如
と
し
て
私
た
ち
に
襲

い
か
か
り
ま
す
。

　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
緊
急
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
７
）

　

市
内
に
は
、
主
要
な
河
川
と
し
て
、
多
良
岳
を
水
源

と
す
る
郡
川
を
は
じ
め
、
大
上
戸
川
、
内
田
川
、
鈴
田

川
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
水
源
か
ら
河
口
ま
で

が
短
い
た
め
、集
中
豪
雨
や
連
続
降
雨
な
ど
の
時
に
は
、

予
想
以
上
の
早
さ
で
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
水
災
害
に
加
え
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、

土
石
流
と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
が
長
崎
県
下
を
通
過
す
る
回
数
は
、
全

国
で
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
に
次
い
で
多
く
、
台
風
被
害

に
対
す
る
警
戒
も
必
要
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
18
年
９
月
の
台
風
13
号
は
市
内
に
も
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
震
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
き

た
九
州
で
も
、
福
岡
県
西
方
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た
よ
う

に
、
地
震
災
害
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

突
如
と
し
て
襲
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

　

非
常
持
出
品
に
は
、
災
害
発
生
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出

す
１
次
持
出
品
と
、
そ
の
後
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で

の
数
日
間
（
最
低
で
も
３
日
間
）
生
活
す
る
た
め
の
２

次
持
出
品
が
あ
り
ま
す
。
非
常
持
出
品
の
準
備
は
防
災

対
策
の
基
本
で
す
。
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
必
要
最
小

限
の
も
の
を
ま
と
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

【
１
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
料
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
乾
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
が
便
利
）

　

□
貴
重
品（
現
金
、預
貯
金
通
帳
、印
か
ん
、免
許
証
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、
軍
手
、
缶
切
り
、
ラ
イ
タ
ー
、

　
　

ナ
イ
フ
な
ど
）

　

□
救
急
医
薬
品
（
き
ず
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
常
備

　
　

薬
な
ど
）

　

□
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
）

　

□
携
帯
ラ
ジ
オ
（
小
型
で
軽
い
も
の
）

　

□
予
備
電
池

　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾

第 1部 自分や家族を守る
　

防
災
の
心
得
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
災
害
に

対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
避
難
場
所
・

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
非
常
持
出
品
の
準
備
な
ど

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
あ
る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
気
象
情
報
を

入
手
し
、
危
な
い
と
思
っ
た
ら
早
目
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
で
は
、
雨
風

が
強
く
な
っ
て
い
て
危
険
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
は
早
め
に
自
主
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
震
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
３
月
に
発
生
し

た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
想

定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
市
内
で
は
大
き
な
自
然
災
害
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
地
域
は
大
丈
夫
と

油
断
し
な
い
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　

ま
た
、
全
域
的
に
発
生
す
る
災
害
に
対
し
て
は

公
的
機
関
だ
け
で
は
す
べ
て
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
連
絡
を
受
け
て
も
、
け
が
人
な
ど
人
的
な
被

害
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
公
的
な
助
け
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
助
け
合
う

と
い
う
「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

三　浦

鈴　田

大　村

地区別 避難場所

大　村

西大村

地区別 避難場所

竹　松

萱　瀬

福　重

松　原

地区別 避難場所

三 浦 小 学 校
三浦住民センター

富の原小学校
竹 松 小 学 校
ろ う 学 校
竹松住民センター

萱 瀬 小 学 校
黒 木 小 学 校
萱 瀬 中 学 校
萱瀬住民センター

福 重 小 学 校
郡 中 学 校
福重住民センター

松 原 小 学 校
松原住民センター

武 道 館
こどもセンター
大村養護学校
中 央 小 学 校
放虎原小学校
西大村小学校
西大村中学校
桜が原中学校
大村工業高校
県央農協大村中央支店
総合福祉センター
本 経 寺
正 法 寺
中地区住民センター
西大村地区コミセン
池 田 公 民 館
大 村 郵 便 局

鈴 田 小 学 校
鈴田住民センター

東大村小学校
旭が丘小学校
大 村 小 学 校
三 城 小 学 校
玖 島 中 学 校
大 村 中 学 校
大村城南高校
大 村 高 校
体育文化センター
（シーハットおおむら）
市 役 所
市 民 会 館

※災害の規模により開設しない場所があります。事前に安全対策課にお問い合わせください。

大村消防署予防設備課

災
害
時
に
は
自
助
共
助
が
重
要楠本政人課長

自
然
災
害
の
脅
威

　

地
震
を
早
目
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

台
風
や
豪
雨
は
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
風
水
害
対
策
の
基
本
は
情
報
収
集
か

ら
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
に
気
を
か
け
、
注
意

が
必
要
な
と
き
に
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
最
新
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お

市
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
大
上
戸
川
や

郡
川
の
浸
水
想
定
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
火
災
・
気
象
情
報
・
避
難
場
所
の
開
設

な
ど
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.om

ura.nagasaki.jp/

早
め
に
情
報
収
集
し
よ
う

緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

昭和 23年 9月

昭和 28年 6月

昭和 32年 7月

昭和 42年 7月

昭和 57年 7月

平成 2 年 6月

平成 3 年 9月

平成 18年 9月

佐世保豪雨 死者・行方不明者 108人

死者・行方不明者 782人

死者 25人

死者・行方不明者 50人

死者・行方不明者 44人

死者 5人　被害額約 797億円

被害額約 190億円

死者・行方不明者 299人

西日本水害

諫早水害

佐世保豪雨

長崎水害

雲仙普賢岳噴火災害

台風 19号

台風 13号

県内における主な災害

平成 18年 9月の台風 13号により壁が損壊した
放虎原小学校の体育館

防
火
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

長
崎
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
（
ナ
ッ
ク
ス
）

　

県
で
は
、
県
内
各
地
の
雨
量
や
主
要
な
河
川
水
位

の
観
測
情
報
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

http://w
w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/

●
携
帯
電
話
（
ｉ
モ
ー
ド
の
場
合
）

　
http://w

w
w
.kasen-sabo.pref.nagasaki.jp/i/

　

▲
携
帯
電
話
か
ら
は

　

Q
R
コー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●大村警察署 110番、☎%40110
●大村消防署 119番、☎%24138
●大村市災害対策本部 ☎%35999
●大村市水道局 ☎%31111
●九州ガス大村支店 ☎%33320

●九州電力大村営業所   70120-986-403
　停電状況のお知らせ
　  ●インターネット http://www.kyuden.co.jp/
　  ●携帯電話 http://kyuden.jp/
●Ｎ Ｔ Ｔ　　113番

緊急通報先

【
２
次
持
出
品
の
例
】

　

□
食
品
（
缶
詰
、ア
ル
フ
ァ
米
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
）

　

□
燃
料（
卓
上
コ
ン
ロ
、ガ
ス
ボ
ン
ベ
、固
形
燃
料
な
ど
）

　

□
生
活
用
品
（
衣
類
、毛
布
、調
理
用
具
、ポ
リ
タ
ン
ク
、

　
　

バ
ケ
ツ
、
各
種
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）

※

市
で
は
緊
急
時
に
備
え
、
３
，０
０
０
食
程
度
の
食

料
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
　

プロに聞く防災の心得
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
建

物
の
崩
壊
や
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
・
道
路

の
崩
壊
、
多
数
の
負
傷
者

…

。
各
地
で
多
発
す
る
被

害
に
対
し
て
公
的
防
災
機

関
が
十
分
に
対
処
で
き
な

い
場
合
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
組
織
的
な
防
災
活
動
が
必
要
で
す
。
住
民
同
士
が
協
力
し
て
自
発

的
に
つ
く
る
「
自
主
防
災
組
織
」
は
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発
的

に
救
出
・
救
助
活
動
を
し
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ
の
後
の
復
興

に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

で
積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

第２部 地域を守る特集 防災力を高めよう

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
の
加
入
世
帯
は
２
５
０
世

帯
。
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
と
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
が
半
々
と
い
う
西
大
村
地
区
の
閑
静
な
住

宅
街
で
あ
る
。
そ
の
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が

「
松
並
１
丁
目
自
主
防
災
隊
」
だ
。
平
成
19
年
に

は
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
隊
長
の
中
村
さ
ん
は
町
内
会
長
を
11
年
間
務

め
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
立
役
者
で
も

あ
る
。

　

中
村
さ
ん
が
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
は
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
を
見

て
、「
今
の
時
代
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
万
が
一
に
備
え
て
町
内
で

も
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
痛

感
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
町
内
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
平
成
11
年
11
月
に
松
並
１
丁
目
自
主
防
災

隊
を
設
立
し
た
。

　

自
主
防
災
隊
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
、
町
内
会

総
出
の
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

18
年
７
月
30
日
に
行
っ
た
訓
練
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
２
８
０
人
が
参
加
し
た
。
班
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
人
員
を

確
認
し
た
う
え
で
高
齢
者
は
担
架
で
搬
送
、
他
の

住
民
は
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
班
長
が
避
難
場
所
で
あ

る
西
大
村
中
学
校
ま
で
誘
導
し
た
。
そ
の
あ
と
消

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
自
主
防
災
組
織0

5

10

15

20

25

30

35

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じこめられた際の救助方法

寿古町内会自主防災会

前舟津町内会自主防災クラブ

坂口町内会自主防災部

上駅通り商店会自主防災会

下駅通り商店会自主防災会

植松 2丁目自主防災会

沖田町内会自主防災会

松並 2丁目自主防災組織

乾馬場町内会自主防災部

中岳町内自主防災会

田下町自主防災会

宮代町自主防災会

黒木町自主防災会

原町自主防災会

久良原自主防災会

南川内自主防災会

北川内町内会自主防災会

須田ノ木町内会自主防災会

松並 1丁目自主防災隊

桜馬場第二町内会自主防災会

桜馬場第一町内会自主防災会

水計町自主防災会

雇用促進住宅寿古宿舎自主防災会

北松本自主防災会

南松本自主防災会

赤佐古自主防災組織

小佐古自主防災組織

荒瀬町自主防災組織

福重町自主防災組織

武留路町内会自主防災組織

今山町自主防災組織

さつき台町内会自主防災組織

下諏訪町内会自主防災組織

小川内町内会自主防災組織

内倉町内会自主防災組織

陰平上町内会自主防災組織

陰平下町内会自主防災組織

寺本町内会自主防災組織

梶の尾団地町内会自主防災組織

大川田町内会自主防災組織

平町町内会自主防災組織

武部町内会自主防災会

日泊町内会自主防災会

新城町内会自主防災組織

協和町町内会自主防災組織

今村町内会自主防災組織

市内の自主防災組織の結成状況　 5 月 1日現在（結成順）

（社）日本火災学会
『兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書』より

家族に 友人・
隣人に

通行人に 救助隊に その他自力で

あなたの地域に自主防災組織はありますか？

大村市の自主防災組織数　46組織
大村市の自主防災組織率　25.1％（　　 　）
　　　　　　※いずれも５月１日現在

●三浦地区　　 3組織
●鈴田地区　　 5組織
●大村地区　　 6組織
●西大村地区  10組織
●萱瀬地区　　 9組織

●竹松地区　 1組織
●福重地区　 4組織
●松原地区　 6組織
●その他　　 2組織

　

大
村
市
の
自
主
防
災
組
織
数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
46
組
織
。
組

織
率
は
25
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
全
国
の
66
・
７
％
（
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
）、
県
全
体
の
37
・
８
％
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）

と
比
べ
て
も
低
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
町
内
会
に
呼
び
か
け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
う
身
近
な
人
た
ち
と
の
交

流
や
助
け
合
い
の
精
神
が
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て
、
過
去
に
も
大

災
害
か
ら
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
ま
す
。

　

突
然
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
。
被
害
を
「
０
」
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
自
分
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

防
署
員
の
指
導
で
消
火
訓
練
や
地
震
体
験
車
の
試

乗
、
煙
霧
体
験
な
ど
も
行
っ
た
。「
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
重
要
。
体
験
し
た
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
時
、
生
き
て
く
る
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。
町

内
会
で
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
他
に
な
く
、
消
防
関
係
者
も
驚
い
て
い
た
そ

う
だ
。
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
勉
強

に
な
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
も
設
立
し
て
お
り
、
年

に
２
、
３
回
、
消
防
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
消
火

訓
練
や
救
急
救
命
法
な
ど
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
こ

と
で
、
確
実
に
町
内
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
中
村
さ
ん
は
言
う
。
ま
た
、「
防
災
訓
練
の

他
に
町
内
全
員
が
集
ま
る
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
。
普
段
会
わ
な
い
人
同
士
が
同
じ
体
験
を
共
有

し
話
を
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
新
し
い
絆
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
大
切
な

ん
で
す
」
と
話
す
。

　

次
回
の
自
主
防
災
訓
練
は
、
平
成
21
年
を
予
定

し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
は
「
何
事
も
町
内
の
皆
さ

ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き

な
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
よ

く
聞
き
な
が

ら
一
緒
に
活

動
し
て
い
き

た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を

話
さ
れ
た
。

　

松並１丁目自主防災隊　隊長　中村慶治さんわが地域の自主防災組織

（％）

けい　じ

た
ん　

か

き
ず
な

結成世帯数
大村市の全世帯数
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
建

物
の
崩
壊
や
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
・
道
路

の
崩
壊
、
多
数
の
負
傷
者

…

。
各
地
で
多
発
す
る
被

害
に
対
し
て
公
的
防
災
機

関
が
十
分
に
対
処
で
き
な

い
場
合
も
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
組
織
的
な
防
災
活
動
が
必
要
で
す
。
住
民
同
士
が
協
力
し
て
自
発

的
に
つ
く
る
「
自
主
防
災
組
織
」
は
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発
的

に
救
出
・
救
助
活
動
を
し
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ
の
後
の
復
興

に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
の
家
族
や
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

で
積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

第２部 地域を守る特集 防災力を高めよう

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
の
加
入
世
帯
は
２
５
０
世

帯
。
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
と
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
が
半
々
と
い
う
西
大
村
地
区
の
閑
静
な
住

宅
街
で
あ
る
。
そ
の
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が

「
松
並
１
丁
目
自
主
防
災
隊
」
だ
。
平
成
19
年
に

は
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
隊
長
の
中
村
さ
ん
は
町
内
会
長
を
11
年
間
務

め
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
設
立
の
立
役
者
で
も

あ
る
。

　

中
村
さ
ん
が
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
は
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
を
見

て
、「
今
の
時
代
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
万
が
一
に
備
え
て
町
内
で

も
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
痛

感
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
町
内
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
平
成
11
年
11
月
に
松
並
１
丁
目
自
主
防
災

隊
を
設
立
し
た
。

　

自
主
防
災
隊
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
、
町
内
会

総
出
の
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

18
年
７
月
30
日
に
行
っ
た
訓
練
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
２
８
０
人
が
参
加
し
た
。
班
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
人
員
を

確
認
し
た
う
え
で
高
齢
者
は
担
架
で
搬
送
、
他
の

住
民
は
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
班
長
が
避
難
場
所
で
あ

る
西
大
村
中
学
校
ま
で
誘
導
し
た
。
そ
の
あ
と
消

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
自
主
防
災
組
織0

5

10

15

20

25

30

35

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じこめられた際の救助方法

寿古町内会自主防災会

前舟津町内会自主防災クラブ

坂口町内会自主防災部

上駅通り商店会自主防災会

下駅通り商店会自主防災会

植松 2丁目自主防災会

沖田町内会自主防災会

松並 2丁目自主防災組織

乾馬場町内会自主防災部

中岳町内自主防災会

田下町自主防災会

宮代町自主防災会

黒木町自主防災会

原町自主防災会

久良原自主防災会

南川内自主防災会

北川内町内会自主防災会

須田ノ木町内会自主防災会

松並 1丁目自主防災隊

桜馬場第二町内会自主防災会

桜馬場第一町内会自主防災会

水計町自主防災会

雇用促進住宅寿古宿舎自主防災会

北松本自主防災会

南松本自主防災会

赤佐古自主防災組織

小佐古自主防災組織

荒瀬町自主防災組織

福重町自主防災組織

武留路町内会自主防災組織

今山町自主防災組織

さつき台町内会自主防災組織

下諏訪町内会自主防災組織

小川内町内会自主防災組織

内倉町内会自主防災組織

陰平上町内会自主防災組織

陰平下町内会自主防災組織

寺本町内会自主防災組織

梶の尾団地町内会自主防災組織

大川田町内会自主防災組織

平町町内会自主防災組織

武部町内会自主防災会

日泊町内会自主防災会

新城町内会自主防災組織

協和町町内会自主防災組織

今村町内会自主防災組織

市内の自主防災組織の結成状況　 5 月 1日現在（結成順）

（社）日本火災学会
『兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書』より

家族に 友人・
隣人に

通行人に 救助隊に その他自力で

あなたの地域に自主防災組織はありますか？

大村市の自主防災組織数　46組織
大村市の自主防災組織率　25.1％（　　 　）
　　　　　　※いずれも５月１日現在

●三浦地区　　 3組織
●鈴田地区　　 5組織
●大村地区　　 6組織
●西大村地区  10組織
●萱瀬地区　　 9組織

●竹松地区　 1組織
●福重地区　 4組織
●松原地区　 6組織
●その他　　 2組織

　

大
村
市
の
自
主
防
災
組
織
数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
46
組
織
。
組

織
率
は
25
・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
全
国
の
66
・
７
％
（
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
）、
県
全
体
の
37
・
８
％
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）

と
比
べ
て
も
低
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
町
内
会
に
呼
び
か
け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
う
身
近
な
人
た
ち
と
の
交

流
や
助
け
合
い
の
精
神
が
自
主
防
災
組
織
と
な
っ
て
、
過
去
に
も
大

災
害
か
ら
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
ま
す
。

　

突
然
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
。
被
害
を
「
０
」
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
自
分
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

防
署
員
の
指
導
で
消
火
訓
練
や
地
震
体
験
車
の
試

乗
、
煙
霧
体
験
な
ど
も
行
っ
た
。「
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
重
要
。
体
験
し
た
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
時
、
生
き
て
く
る
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。
町

内
会
で
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
他
に
な
く
、
消
防
関
係
者
も
驚
い
て
い
た
そ

う
だ
。
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
勉
強

に
な
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

松
並
１
丁
目
町
内
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

ほ
か
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
も
設
立
し
て
お
り
、
年

に
２
、
３
回
、
消
防
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
消
火

訓
練
や
救
急
救
命
法
な
ど
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
こ

と
で
、
確
実
に
町
内
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
中
村
さ
ん
は
言
う
。
ま
た
、「
防
災
訓
練
の

他
に
町
内
全
員
が
集
ま
る
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
。
普
段
会
わ
な
い
人
同
士
が
同
じ
体
験
を
共
有

し
話
を
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、
新
し
い
絆
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
大
切
な

ん
で
す
」
と
話
す
。

　

次
回
の
自
主
防
災
訓
練
は
、
平
成
21
年
を
予
定

し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
は
「
何
事
も
町
内
の
皆
さ

ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き

な
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
よ

く
聞
き
な
が

ら
一
緒
に
活

動
し
て
い
き

た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を

話
さ
れ
た
。

　

松並１丁目自主防災隊　隊長　中村慶治さんわが地域の自主防災組織

（％）
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